お犬桜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kacchan
むかしむかし、あるところに、子犬のkacchanが旅をしていました。

雨や風に打たれ日に照らされ、埃にまみれとぼとぼと歩く長い旅でした。

大きな犬に追いかけられたり、人間に石を投げられたりしたこともよくありました。

お腹を空かせて歩く旅でした。

（ああ、寒いなあ。さみしいなあ）
夜空の星に向かって言いました。

「神様、僕に友だちをくださいな」

返事はありませんでした。

Cururu村の入口にさしかかったとき、若いしなやかな桜の木が少しの蕾をつけていました。

（ああ、今夜はこの木の下で眠ろう）
うとうとしかけると、

「kacchan  kacchan」と呼ぶ声がします。

「だれ？　ぼくを呼ぶのは」

「私はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(しょう),晶)。桜の精です」

「桜の精？」
「そうですよ」

「どこ？」

「kacchanの目には見えませんよ」

「そうなんだ。でも、声は聞こえる」

「そうね。お話ししましょうか」

「うん。晶ちゃんていうの？」

「はい。初めて蕾をつけるまだ若い木ですよ。また明日の夜」
はっと目覚めると、静かな春の夜更けです。

桜の蕾も眠っているようでした。

（昨夜は不思議な夢を見たなあ）
またうとうとしていると、

「kacchan　kacchan」

「はっ、えっと、晶ちゃん？」

「はい」

「夢じゃなかったんだ」

「ちゃんとまた明日の夜って約束したじゃないですか」

桜の精の声は弾んでいます。

「そうだったね。うれしいなあ」

「わたしも」

蕾はうっすら桜色にふくらんでいきます。

「僕たち友だちになれるのかな」

「もう友だちですよ」

「そ、そうだね。わあーい、僕と晶ちゃんは友だちだあ。僕はもうひとりぼっちじゃないんだ」

「そんなに喜んでもらえて、うれしいわ。また」

（今夜も会えるかなあ）
うとうとと眠りに落ちていきました。

カリカリ　カリカリカリ

小さな音で目を覚ましました。

「ん？」

カリカリ　カリカリカリ

小さな音は続いています。やがて低い声で歌が聞こえます。

「 ♪　おいらは野ネズミ　はらぺこだい

カリカリカリ　カリカリカリ

おいらは野ネズミ　かじるぽい

カリカリカリ　カリカリカリ　♪　」

歌は桜の木の根本から聞こえてくるようです。

「あっ、桜の木の根がかじられてる！

こらっ！」

「へへへーだ。ここまでおーいで。枝までは登れないだろ、まぬけ犬」

「なにをー！」

kacchanは遠くに下がって助走をつけてくると、思い切って枝の上の野ネズミに向かってジャンプしました。

「あっ、あーーー！」

子犬の額に桜の蕾から夜露がひとつぶ落ちました。

「kacchan  kacchan」

「あ、晶ちゃん。僕は……。そうだ、野ネズミに飛びかかっていって、落ちて気を失ってたのかあ」

「そう。どうもありがとう」

「いやあ、あっ大変！　枝を折っちゃったんだね、僕。あー僕はなんてことをしちゃったんだろう。ばかばかばか！」
「ううん、お陰で大切な根が助かりましたから、本当にありがとう」

「晶ちゃん」

「kacchan」

春の夜風が二人をつつみました。

（だいぶ蕾がふくらんだなあ。もう明日には開きはじめそうだなあ）
うとうとうと、うとうとうと。
「へっへっへっ、うまそうな白い子犬が一匹ねてやがるぜい。こいつを犬鍋にして盗んだ酒を一杯きゅうっとやったらこたえられねえなあ」

男はkacchanの首に縄をかけると麻袋の中に放り込み、肩に背負って歩き出しました。

「あっ、やめろー！　出せー！　ワンワンワン！！！」

「うるせえ畜生だぜ」

麻袋の上から思い切り蹴られたkacchanはぐったりと動かなくなりました。

「kacchan　kacchan」

「はっ、晶ちゃん」

「早く逃げるんですよ。男は今薪を拾いに行っています。さあ早く！」

「うん。でもこの袋から出られないよ」

「kacchanはもうたくましいから、そんな袋なんか噛みやぶれますよ。頑張って！」

「うん！」
バリバリバリ　バリバリバリ

「あ、出られた！」

「男が来ますよ。早く逃げて！」

「あ、ワン公、この野郎！」

kacchanは必死で逃げました。

「はあ、なんとか逃げられた。晶ちゃん、ありがとう」

返事はありません。

「あんまり遠くまで逃げたから桜の精には聞こえないのかなあ。でも戻ればまたあの男が来るかもしれないしなあ。晶ちゃん。ワオーン！」
夜空に星が瞬いていました。

「シクシク、シクシク」

「あのう、どうかしたの？」

「えっ？　シクシク」

「いやあ、泣いてるのみかけたから。」
「シクシク、シクシク」
「僕でよかったら……」ペロペロ。

「ありがとう。やさしいのね。わたしyui.」

「僕はkacchan.」ペロペロ、ペロペロ。

「あのね、あたしね、シクシク、シクシク」

「話さなくってもいいよ」ペロペロ、ペロペロペロ。
「そばにいてくれる？」

「う、うん」

kacchanは、牝犬のyuiのにおいを嗅いでいるうちに生まれて初めてからだがほてってなんだかむらむらする感じがしてきました。

（はあ、なんだろ、この感じ。はあ、はあ、はあ）

「かわいいね、yui」ペロペロ、ペロペロペロ。
「ああ、うれしい。きもちがいい」

kacchanは股の間が熱くとがって、yuiに乗っかりたくなりました。

（なんかが違う気もするけど）

「あん、だめよ、まだ」

yuiが逃げます。Kacchanは夢中で追いかけていきます。

「だめだったら。いやあん」

（ふふ、うぶな坊やね）

yuiはつかまってお尻をkacchanの方へ向け振りました。なんともいえないにおいがしてkacchanは夢中でyuiの後ろからまたがっていこうとしました。
「ワオーン！」

と、そのとき、強い風が桜の花びらを運んできて、kacchanの鼻をふさぎました。
「はっ、晶ちゃん！」

「どうしたの？」
「歌が聞こえる」

「 ♪ おいらは野ネズミ　はらぺこだい

カリカリカリ　カリカリカリ

おいらは野ネズミ　かじるぽい

カリカリカリ　カリカリカリ ♪ 」

「kacchan　kacchan、助けて！」晶ちゃんの声です。
「はっ、こうしちゃいられない！」

「どこ行くの？」

「ごめんよ、yui」

kacchanは一目散に走り出しました。走って走って走り続けました。
「晶ちゃーん！」

「kacchan ! 　来てくれたのね」

「野ネズミは？」

「さっき鷹に……」

「そう、よかった」

夜風が開き始めた桜のつぼみを揺らしています。
（僕と晶ちゃんは犬と桜。そして友だち。でも、yuiに乗っかろうとすると胸が悪くなって、なんか晶ちゃんが気になる。はあ……。なんでだろう）

「晶ちゃん、僕たち友だちだよね」

「そうね。とっても大切な、ね」

（大切。そうなんだ。僕には晶ちゃんが一番大切なんだ）
kacchanは夜空の星に言いました。

「神様、僕はどうしたらいいんでしょう。からだはむらむらするし、一番大切なのは晶ちゃんだし。はあ……」
うとうとうと、うとうとうと。

「kacchanよ」

「誰？」

「神様じゃ」

「神様！」

「そうじゃ。Kacchanよ、晶ちゃんと結ばれたいのじゃな」
「えっ、僕が晶ちゃんと？」

「そうじゃ。晶ちゃんのことが大好きなんじゃろう」

「はあ、大好き。いやあ大切っていうか。でも、犬と桜だし……」

「よく考えてみよ」
（犬と桜が結ばれる？　ありえないし。そりゃあ晶ちゃんのためならなんでもしたいけど、違いすぎるし）

「晶ちゃん、あのね、晶ちゃんのこと思うと、うれしくてせつないんだ」

「わたしも」

「で、ずーっと一緒にいたいんだ」

「ええ」

初めての蕾は少ないながら、もう満開でした。
うとうとうと、うとうとうと。

「どうじゃ」

「あ、神様」

「決まったか？」

「はい。僕は犬で晶ちゃんは桜。でも、一番大切で大好きだから、僕は晶ちゃんと結婚します！」
「犬と桜が結ばれるのは大変じゃぞ。どんなことをしてもか？」

「はい、なんでもしますから、僕と晶ちゃんを結婚させてください」

「よし。三年の後まで晶ちゃんとの愛を守り抜くのじゃ」

「晶ちゃん、もう葉桜だね」

「ええ」

「どうかしたの？　なんか元気ないみたいだけど」

「あのね、何かがいっぱい私にたかってるみたいなの。で、ちくちくいやあな感じなの」

「えっ？」

「　♪　おれたちゃ毛虫　ごにょごにょごにょ

葉っぱ大好き　　ワリワリワリ　♪　」

「あっ、大変だ！　小さい毛虫がいっぱい」
「ああ、いやあ！」

「ワンワン、こら毛虫、あっちいけ！」

「　♪　おれたちゃ毛虫　ごにょごにょごにょ

　　　　葉っぱうまいぞ　ワリワリワリ　♪　」

「くそう、上の方で届かないし。どうしよう」

「あっ、ひっ、葉が食べられる！　Kacchan、助けて！」

「そうだ！　待ってて」

kacchanは森へと駆け出しました。

「小鳥さんたち、助けて！」

「どうしたの？　ピイ」

「毛虫が！」

「あら、おいしそう。ピイピイピイ」

「みんな、いくわよー。ピイピイピイ」　
「すっかり葉が赤くなってきれいだよ」

「そう？　Kacchanも真っ白できれい」

「ありがとう。でも、すごい雨と風だねえ」

「ええ。秋にはいつもね。Kacchanはどっかに入って」
「晶ちゃん、大丈夫？」

「わたしは慣れてるもの。木なんだから」

「うん、じゃ、また来るよ」

（それにしてもすごい雨と風。ますます強くなってきた）

kacchanは洞窟から飛び出しました。

「晶ちゃん」

「あ、kacchan。ずぶぬれよ」

「晶ちゃんこそ根っこが浮いて斜めになりそう！」

「そ、そうね。地盤がゆるんできて、わたしの根はまだ少ないし」
「こっちから幹を押してるよ」

「ありがとう」

「おやあ、なんかいいにおいだぜ。うっとりするような。

あの桜の木かあ。よーし、おれさまのおしっこかけてやる」

「ワンワンワン！　やめろ！」

「なんだあ、てめえは」

「この桜は僕の大切な友だちなんだ」

「はあ？　友だち？　ばっかじゃねえか、てめえ。こうしてやる」

「あ、やめろ！　ガルル！」

kacchanとその犬はかみあいました。

「木ぐらいでマジになってんじゃねえ、この馬鹿犬！」といって去っていきました。

「はあ、よかった」

「ありがとう。あ、kacchan傷が」

「ああ、このくらい」

「わたしの花びらでくるんであげるわ」
こうして、月日は流れていきました。
（晶ちゃんと出会ってもうだいぶたったなあ。

　神様は３年ていったけど、もうどのくらいになったんだろう）

ゴロゴロゴロ

ピカピカ

ゴロゴロ

ピカ

「晶ちゃん、西の空がまっ黒だよ」

「そうね、雷が」
「急に強い風が吹き出した」

「こっちに来そうね」

激しく雨も降り出しました。

「kacchanは洞窟へ入って。私は大丈夫だから」

「でも、また根が浮いちゃうと……」

ピカ！

ドカン！

バリバリバリ！

あっというまに雷が落ち始めました。

「晶ちゃん！」

「kacchan！」
ふたりのすぐそばにも雷が！

「晶ちゃん！」

「kacchan！」

ピカ！

ピシャーン！

「ゆうべはひどい雷だったなあ」

「そうだったねえ」

「おや？」

「あら、桜の木が……」

「あれ、真っ白な犬も」

村の人が、桜の木の根元に犬を葬って、次の春。

焼け焦げて折れた桜の木の根元から、新しい芽が伸びてきました。

そのまた次の年の春。
新しく伸びた枝は、小さな蕾をひとつつけました。

それは前の桜色ではなく、まっ白な花でした。

やがて、その桜はおEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(いぬ),犬)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ざくら),桜)とよばれるようになり、縁結びのご利益がある御神木として大切に祀られるようになりました。いつまでも、いつまでも。
むかしむかしのお話です。めでたし、めでたし。　おしまい。
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